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第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は日本ＥＳＤ学会 (The Japanese Society of 

Education for Sustainable Development) と称す

る。 

 
（目的） 
第２条 本会はＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の理論

的・実践的研究およびＥＳＤ実践の深化・発展を図るこ

とをもって、持続可能な社会の構築に資することを目

的とする。 
 
（事業） 
第３条 本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行

う。 
１．年次大会および研究会の開催 
２．会誌、会報その他の刊行物の発行 
３．シンポジウム、研修会等の開催 
４．他学会・団体との連携・協働 
５．海外の学会・団体との連携・協働 
６．その他前条の目的を達成するための事業 

 
第２章 会員 
（会員） 
第４条 本会の会員は正会員、学生会員、団体会員、賛助会

員、名誉会員とする。 
１．正会員 本会の目的に賛同して入会する個人 
２．学生会員 本会の目的に賛同して入会する学生お

よび大学院生。大学院生は正会員または学生会員

のいずれかを選択することができる。 
３．団体会員 本会の目的および事業に賛同する団

体（学校、NPO/NGO法人、地方自治体等） 
４．賛助会員 本会の目的および事業に賛同して賛助

する個人、団体および法人 
５．名誉会員 日本のＥＳＤの理論的・実践的研究およ

びＥＳＤの深化・発展に大きな功績のあった個人の

なかから、会長が評議員会の議を経て推薦する者 
 
（会費） 

第５条 会員は会費を前納しなければならない。会費の額は

別に定める。 
 
（入会） 
第６条 本会に入会を希望する者は、会長に入会申込書を提

出しなければならない。 
 
（退会） 
第７条 退会しようとする者は、会長に退会届を提出しなけれ

ばならない。 
 
（権利） 
第８条 会員は次の権利を有する。 

１．正会員 会誌および印刷物等の配布を受けること、

年次大会における発表および会誌に投稿すること、

会長、評議員および会計監査の選挙権と被選挙権

を有すること、総会に参加すること。 
２．学生会員 会誌および印刷物等の配布を受けるこ

と、年次大会における発表および会誌に投稿する

こと。 
３．団体会員 会誌および印刷物等の配布を受けるこ

と、ならびに団体会員に所属する者は年次大会に

おける発表および会誌に投稿すること、および代

表者１名が総会に参加できること。 
４．賛助会員 会誌および印刷物等の配布を受けるこ

と、ならびに賛助会員に所属する者は年次大会に

おける発表および会誌に投稿すること。 
５．名誉会員 会誌および印刷物等の配布を受けるこ

と、年次大会における発表および会誌に投稿する

こと。 
 
第３章 役員 
（役員） 
第９条 本会に次の役員をおく。 

１．会長 １名  
２．副会長 ２名 
３．評議員 ３０名以内 
４．理事 若干名  
５．会計監査 ２名 
６．事務局長 
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（会長および副会長）

第１０条 会長は本会を代表し、会務を統括する。会長は正

会員の選挙によって定める。会長の任期は２年とし、２

期を超えることができない。副会長は正会員の中から

会長が指名する。副会長は会長を補佐し、会長に事

故あるときは会務を統括する。

（評議員）

第１１条 評議員は正会員の中から選挙によって定める。評

議員の任期は２年とし、連続して２期を超えることがで

きない。

（理事）

第１２条 理事は評議員の互選によって定める。理事は総務、

行事・企画、編集、渉外・広報、国際交流または会計

を担当する

（会計監査）

第１３条 会計監査は正会員の中から選挙によって定める。

会計監査の任期は２年とし、連続して２期を超えること

ができない。

２．会計監査は評議員を兼ねることができない。

（事務局長）

第１４条 事務局長は正会員の中から会長が委嘱する。事務

局長は会長および理事の下で会務を運営する。

第４章 組織

（総会）

第１５条 総会は会の最高議決機関であり、会務、会計その

他の重要事項を議決する。会長は毎年度１回以上これ

を招集しなければならない。ただし、正会員の３分の１

以上から請求があった時には会長は臨時に招集しな

ければならない。

２．総会は委任状を含め正会員および団体会員代表者の１

０分の１以上の出席をもって成立する。

３．総会の議決は出席者の過半数をもって決し、可否同数

の場合は議長の決するところによる。

（評議員会）

第１６条 評議員会は、会長、副会長、評議員および事務局

長で構成し、会務、会計そのほかの事項を審議し議決

する。評議会で議決した重要事項は総会の承認を得

なければならない。

２．評議員会は委任状を含め評議員の２分の１以上の出席

をもって成立する。

３．評議員会の議決は出席者の過半数をもって決し、可否

同数の場合は議長の決するところによる。

（理事会）

第１７条 理事会は会長、副会長、理事および事務局長で構

成し、会務を運営する。

（委員会等）

第１８条 会長は委員会およびワーキンググループ等を置く

ことができる。委員会およびワーキンググループ等の

設置は評議員会の承認を必要とする。

（幹事）

第１９条 会長は理事の推薦に基づき、正会員の中から理事

に協力する幹事を委嘱することができる。幹事の委嘱

は評議員会の承認を必要とする。

（事務局）

第２０条 事務局は事務局長および若干名の事務局員をもっ

て構成し、会長および理事を助けて庶務を担当する。

２．事務局は宮城教育大学（仙台市青葉区荒巻字青葉

149番地 市瀬研究室内）に置く。 

（事業年度）

第２１条 本会の事業年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月

末日に終る。

第５章 会計

（収入）

第２２条 本会の経費は会費、寄付金その他の収入をもって

あてる。

（会計年度）

第２３条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月

末日に終る。

（報告）

第２４条 会長は会計年度間の収支決算を次の総会に報告し

てその承認を受けなければならない。
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第６章 会則の改正および解散

（会則の改正）

第２５条 会則の改正は総会において出席者の３分の２以上

の賛成を必要とする。

（解散）

第２６条 本会の解散は総会において出席者の３分の２以上

の賛成を必要とする。

附則 

１．本会則は、２０１７年４月２９日から施行する。 

２．設立時の役員、およびその任期については、第１０条、第

１１条および第１３条の規定にかかわらず、設立総会にお

いて決定する。 

３．副会長については、第９条の規定に関わらず、設立日を

含む年度においては若干名を置くことができるものとす

る。 

４．２０１８年８月１９日改正 

５．２０１９年８月１９日改正 

６．２０２０年１０月１７日改正 

７．２０２１年１０月１日改正 

８．本改正は２０２２年８月３０日から施行する 


